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「メリー、ハッピー多様性」　Jubilant Diversity 

い
、
無
宗
教
な
多
く
の
ア
フ
リ
カ

系
の
人
が
、
12
月
26
日
か
ら
1
月

1
日
の
間
に
文
化
遺
産
と
価
値
観

を
祝
い
ま
す
。
各
日
は
決
ま
っ
た

価
値
観
（
団
結
、
責
任
な
ど
）
を

認
識
し
、
重
ん
じ
ま
す
。
こ
の
二

つ
の
お
祝
い
は
12
月
の
ご
く
わ
ず

か
の
記
念
で
す
。

　
こ
の
多
様
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

「
M
erry 

Christm
as（
メ
リ
ー
ク

リ
ス
マ
ス
）」
よ
り
も
包
含
的
な

「
H
appy 

H
olidays（
ハ
ッ
ピ
ー

ホ
リ
デ
ー
ズ
）」
で
あ
い
さ
つ
す

る
人
が
多
く
い
ま
す
。

　

12
月
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て

も
、
皆
さ
ん
の
幸
福
と
喜
び
を
祈

り
ま
す
！
H
appy 
H
olidays!!

（
ラ
ラ
）

　

12
月
が
訪
れ
る
と
、
多
く
の
場

所
で
、
暖
か
く
き
ら
め
く
光
の
季

節
的
な
飾
り
付
け
を
し
て
い
ま

す
。
あ
る
人
に
と
っ
て
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
が
近
い
と
い
う
合
図
に
な

り
ま
す
が
、
あ
る
人
に
と
っ
て
は

違
う
特
別
な
日
の
合
図
に
な
り
ま

す
。

　

例
え
ば
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
、
ユ

ダ
ヤ
暦
に
よ
る
８
日
間
の
ハ
ヌ

カ
ー
を
祝
い
ま
す
。
そ
の
間
に
、

毎
日
メ
ノ
ラ
ー
と
い
う
燭し
ょ
く
だ
い台に
新

し
い
ろ
う
そ
く
を
立
て
、
火
を
灯

し
ま
す
。
祝
宴
や
ド
レ
イ
ド
ル
と

い
う
コ
マ
で
遊
ぶ
の
が
一
般
で
す
。

　

ま
た
、
ク
ワ
ン
ザ
と
い
う
祝
賀

は
ク
リ
ス
マ
ス
や
ハ
ヌ
カ
ー
と
違

　

松
前
藩
が
梁
川
に
移
封
と

な
っ
た
後
、
家
老
で
画
家
で
あ

る
蠣か

き
ざ
き
は
き
ょ
う

崎
波
響
と
の
関
わ
り
を
経

て
、
の
ち
に
松
前
藩
士
と
な
っ

た
伊
達
市
出
身
者
が
い
ま
す
。

熊
坂
適て

き
ざ
ん山

・
蘭ら

ん
さ
い齋

兄
弟
で
す
。

熊
坂
家
は
、
高
子
村
（
現
・
保

原
町
上
保
原
）
に
私
塾
・
白は

く
う
ん雲

館か
ん

を
開
い
た
一
族
で
す
。
熊
坂

適
山
・
蘭
齋
兄
弟
は
、
伊
達
郡

市
柳
村
（
現
・
保
原
町
）
に
生

ま
れ
ま
し
た
。

　

兄
の
適
山
は
、
松
前
藩
の
梁

川
移
封
後
、
蠣
崎
波
響
に
絵
の

教
え
を
受
け
「
波は

ぎ
ょ
く玉

」
と
名
乗

り
ま
し
た
。文
政
４（
1
8
2
1
）

年
の
松
前
藩
復
領
後
は
、
浦う

ら
か
み上

春し
ゅ
ん
き
ん
琴
や
田た

の
む
ら

能
村
竹ち

く
で
ん田
に
つ
い
て

南
画
を
学
び
、
名
を
適
山
と
改

め
ま
し
た
。
波
響
の
教
え
を
受

け
て
い
た
10
年
余
り
は
、
写
生

画
風
の
山
水
を
描
い
て
い
ま
し

た
が
、
の
ち
南
画
家
と
し
て

名
声
を
博
し
ま
し
た
。
天
保

15
（
1
8
4
4
）
年
に
は
松
前

藩
の
御
用
絵
師
と
し
て
迎
え
ら

れ
、
そ
の
後
、
勘
定
方
役
人
、

晩
年
に
は
江
戸
屋
敷
詰
め
と
な

り
、元
治
元
（
1
8
6
4
）
年
、

70
歳
で
死
去
し
ま
し
た
。

　

弟
の
蘭
齋
は
、
初
め
に
漢
方

医
学
を
学
び
ま
し
た
が
、
江
戸

に
出
て
蘭
学
を
修
め
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
語
に
造
詣
が
深
く
、

天
保
11（
1
8
4
0
）年
に『
和

蘭
文
典
前
編
』
を
出
版
し
、
嘉

永
５
（
1
8
5
2
）
年
に
松
前

藩
の
藩
医
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
で
も
、
保
原
町
の
仙せ

ん
り
ん林

寺じ

・
長ち

ょ
う
こ
く
じ

谷
寺
や
神し

ん
め
い明
宮ぐ

う

、
受じ

ゅ
え
ん円

寺じ

な
ど
に
、
こ
の
２
人
の
合
作

画が

ひ碑
が
残
さ
れ
て
お
り
、
市
指

定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

資
料
館
で
開
催
中
の
企
画
展

で
は
、
画
碑
の
写
真
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

「��熊坂適山・蘭齋合作��
画碑��梅月画碑」
�保原町高成田
�城取神社
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